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間
間
関
金
思
〈
問

中
郡
金
呂
村
)
の
農

家
の
一
ニ
一
男
訪
に
生
ま

れ
た
。
五
人
兄
酷

(
男
一
手
女
二
)
だ
が

現
存
し
て
い
る
り
は

鈴
木
さ
ん
戸
占
げ
で
あ

る
。
ぷ
漕
台
長
自
川

で
ポ
瀧
び
を
し
、
治

岸
田
広
い
だ
ん
ぼ
で

鮭
や
メ
ダ
カ
者
追
っ

小
学
時
代
か
る
お
と
な
し
く

い
わ
ゆ
る
品
行
方
疋
学
術

小
学
校
高
等
制

松原@沼市地三互の伊1芝、いま八惜須賀舗の立体交差工事が五倍{ヒし、地
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書
い
た
。
涜
在
国
連
協
金
平
塚
支
欝
襲
、

議
職
公
務
員
霊
平
塚
玄
部
長
。
主

輯
。
住
所
は
平
需
霊
前
一
ヂ
五
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A
Y
品
開
部
広
報
謀
は
、
昨
年
十
一
月
一
門
口
に
堤
祢
レ
た
-
平
塚
た
行
政
者
一
拙
私
す
る
た
め
の
賢
料
宇
品
開
よ
γ

フと・

市
住
民
翼
幅
世
論
丑
の
結
果
が
韮
と
め
パ
色
調
し
た
。

ζ
の
調
査
讃
査
し
た
も
の
。
そ
の
結
回
目
都
市
帯
主
市
ず
a

は
、
本
山
が
社
会
問
問
済
の
成
長
ど
と
も
ぶ
滞
市
化
へ
の
R
ン
は
じ
め
、
住
日
固
と
宅
地
の
状
況
・
し
叫
棋
の
担
市
問
状
況
、

ポ
が
急
速
化
し
‘
欝
業
橋
造
手
会
主
変
化
、
人
口
流
動
も
滋
の
問
題
、
す
宮
L
発
定
1

年
間
約
一
一
万
一
一
一
千
人
が
転
入
出
ず
る
激
し
さ
の
中
で
、
環
境
る
住
民
の
意
向
な
ど
.
行
酌

空
事
突
通
、
京
剤
、
会
療
、
住
宅
な
P
住
民
と
霊
し
と
り
え
る
ζ
と
が
で
き
た
。
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そ
の
一
つ
は
、
俳
県
南
口
五
時
の
「
m
H
人
由
が
の
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と

繋

眠

滋

」

空

通
D
な
が
ら
、
み
ち
簡
の
聞
は
、
椙
槙
川
の
尚
度
利
用
と
語
勾

臥
払
雫
興
業
者
の
た
め
に
経
営
弱
震
川
総
凸
開
発
と
で
、
沼
朝
五
十
年
に

と
れ
そ
の
一
一
つ
に
は
、
「
閉
闘
の
お
輔
必
要
な
生
柄
用
水
と
工
蝉
yd
用
水
を
確

ん
わ

f
な
略
」
を
興
さ
ん
と
今
一
人
し
て
や
り
な
保
す
る
計
画
調
斉
ヂ
進
め
て
い
る
と

茂

行

が

b
、
韓
日
腕
す
支
点
の
よ
主
制
A
相
の
こ
と
で
あ
る
。

間
一
山
平
そ
っ
と
め
る
の
が
〈
議
で
雪
と
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
一
選
、
禁

た
義
い
う
こ
と
だ
。
鰐
け
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
の
水
銭
安
に
は
対
処
モ
き
な
い
わ
げ

れ

酷
ら

a
ト
で
あ
D
、
前
人
で
あ
る
和
田
さ
ん
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
水
の
轍
底
し
た

て
引
ら
し
い
夢
で
あ
る
と
、
譲
歩
、
話
再
利
用
実

J

一λ
な
け
れ
ば
な
p

り
な
い

描

聞

か

た

む

け

だ

の

で

は

な

か

ろ

主

@

山
町

4
1
1己
工

場

内

で

白

再

利

用

平

手

持

め

る

竣
醇
市
民
と
と
も

の
句

-
l
E
A

一
石
工
業
用
水
の
ホ
顕
と
1
Hて、

寺

田

こ

接

fζ
一乙

ρ

興
と
白
相
模
川
川
流
域
の
五
市
六
町
と
一

円
ん

L
2
3
1
t

障
と
な
っ

τ行な
?
っ
流
域
下
水
道
の

叫

ん

さ

都
市
に
お
け
る
水
の
問
題
そ
、
山
下
水
処
理
水
炉
譲
り
向
け
る
長
期
計

民

ιと
も
に
考
え
た
い
。
闘
を
樟
曾
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

都
市
の
住
活
閉
京
や
工
業
用
水
の
再
利
用
は
工
揖
割
に
と
っ
て
ほ
、

E

蓄
は
、
ま
す
ま
す
轍
増
し
て
、
奈
主
と
し
て
コ
ス
ト
の
問
題
と
な
YQか

今
一
一
足
の
一
問
題
が
探
剰
に
な
っ
て
苦
て
、
ら
、
再
利
用
が
進
み
や
す
い
コ
ス
ト

立

そ

の

ま

が

せ

ま

ら

れ

て

い

る

・

襲

撃

が

打

た

れ

な

け

れ

ば

ま

も

造

問

題

で

は

、

今

ま

で

そ

の

基

な

い

三

と

高

利

闘

の

警

か

戸

噌

舵

デ

ー

タ

1
に
欠
け
て
い
た
ζ

と
が
解
訳
さ
れ
る
な
ら
ば
水
需
給
の
バ
ク

ψ

椙
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
白
、
本
ン
ス
は
大
凧
紅
茶
に
な
る
に
轟
い
な

刀
口
市
で
は
昭
和
也
十
一
年
壌
か
ら
一
一
一
方
い
e

間
以
時
計
闘
で
冶
芸
市
周
辺
白
地
主
義
訴
の
開
発
、
活
再
利
用
と

開
制
等
の
調
査
な
ら
ぴ
一
に
対
策
に
つ
い
平
行
し
て
重
要
な
乙
と
は
、
水
晶
闘
の

什
て
、
東
海
大
学
に
吾
託
し
た
。
喜
一
義
対
龍
で
あ
ろ
う
.

ζ

れ
に
は
F

d
a

中
間
報
告
書
が
ま
と
ま
り
、
先
般
報
木
造
の
偲
起
が
正
政
法
で
あ
只
本

の
芸
書
な
っ
た
が
、
抽
出
ょ
の
心
市
で
は
厩
に
語
一
一
一
主
年
度
古

川yr

夜
な
状
態
が
、
斜
学
的
調
査
に
よ
D
実
砲
し
て
い
る
と
ζ

会
だ
。
な
お
、

一一
V

ぶ
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
か
つ
ず
段
、
海
水
の
淡
水
化
の
白
扇
も
あ
る
。
要

J
ノ
水
と
雲
は
無
限
に
あ
る
も
白
、
た
は
親
留
な
計
調
の
下
に
、
京
事
る

海
だ
で
自
由
に
使
え
る
も
の
と
織
っ
て
と
と
、
使
う

E、
捨
て
き
と
を

友
き
た
。
と
こ
ろ
が
言
語
、
も
は
一
貫
し
テ
告
理
遣
す
る
よ
五
つ
に
な

ω

占
や
木
は
わ
た
く
し
た
ち
の
周
辺
に
自
ら
な
く
て
は
、
水
の
問
題
の
解
決
は

然
に
あ
る
も
の
と
い
う
観
念
を
務
て
難
か
し
い
。

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。
都
市
の
水
を
め
ぐ
る
街
題
点
に
つ

茶
だ
ま
り
に
ひ
か
る
う
た
か
た
今
朝
の
新
聞
折

P込
み
の
認
の
い
て
考
え
て
き
た
が
、
重
大
な
屈
題

墜
ζ

よ

い

東

洋

女

た

よ

り

」

(

第

一

O
八
号
)
に
、
，
だ
け
に
、
市
民
も
工
議
終
賞
者
も
も

お
辞
に
立
た
れ
た
和
田
さ
ん
は
、
都
市
化

ω控
に
幻
す
る
か
ま
主
“
の
寓
割
に
孝
一
ぇ
、
解
決
の
努
力
苦
じ
て

と
れ
か
ら
の
命
八
万
主
主
ハ
冨
時
間
見
出
し
で
、

Fd期
的
な
水
資
醸
の
開
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
.

hr住
吉
議
/
会
一
ち
を
仙
議
さ
れ
た
発
に
つ
い
て
一
ニ
百
平
ほ
ど
の
記
事
(
昭
和
田
十
一
一
一
年
五
月
一
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高連i革路から一般道路に出た直後は、スピ}ド感覚

がなくなっているので、必ずスピードメ}タ}を!J1，て

スピードを::>;.'トローノレしましょう。

スピード感覚のまひから、スピード適反でとがめら

れる程度ならまだしも、大きな事故の原図となる自

で、じゅうぶん注意することが必要です@

教
富
円
講
癌
広

九
百
人
参
加

市
教
謝
問
議
員
会
社
会
教
背
課
は
、
紹

人命を軽んずる思想、暴力行為

的横行など人援を無視した風潮

が事〈なっています。

ニとしは箆際人権年です@

桐子目立場を理解することに、

ゐ匂:ぃ炉聾力 Lたいも円ですa

潟ばらは

公明遊撃のシンボルです
ことしは国際人権王子…ことしは00際人権



欄間同月日
h
穴
十
世
帯
が
λ
暦
じ
た
市
営
露
両
唱
間
同
輔
副
山
地
2

と
と
に

は
額
十
混
年
時
世
医
官

M
h

可
取
地
と
商
一
一
十
戸
灘
殺
す
る

王子暴露にも問地や高層アパート群

県
営
綴
割
弱
地
は
舟
年
産
盤
観

骨
を
秘
え
る
と
λ
苗
穴
十
問
問
日
戸
一
と

宮
る
。
時
宵
一
朗
@
総
聴
聞
診
察
謡

ボ
ッ
ク
ス
な
ど
も
融
制
眠
荘
れ
る
予

湾
た
。

転
入
出
、
草
間
約
二
万
一
一
-
千
入
者
掛
貯
え
る
本
市
の
都
市

化
ぽ
、
急
一

7
yポ
で
あ
幻
、
特
に
住
宅
問
題
の
解
決
は
、

持
政
上
白
怒
務
記
な
っ
て
い
る
。

隅
思
考
市
内
の
い
た
る
と
ζ
ろ
に
、
各
種
公
営
住
弔
的

建
設
が
ハ
イ
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お

q
今
月
は
、
公

営
在
宅
に
同
点
を
あ
わ
せ
て
ぷ
た
。

口
市
営
住
宅
〕
現
在
、
市
営
住
告
は
、
八
百
九
十
戸
あ
り
、

と
の
う
ち
市
街
地
に
二
百
二
十
六
戸
、
大
野
地
客
人
京
ハ

十
八
戸
、
岡
崎
地
区
が
間
関
舟
句
会
し
た
六
十
戸
套
固
め
七

十
一
一
一
一
一
戸
、
金
問
地
返
十
五
戸
、
金
芭
地
区
に
一
一
一
十
一
一
戸
、
神

臼
担
認
の
植
竹
田
地
ぎ
ギ
ア
戸
、
服
地
位
が
直
一
百
十
四
日
一
戸

と
な
っ
て
い
る
。
問
時
鴎
捕
は
、
本
年
度
ど
来
年
虜
に
各

J

ハ

十

戸

安

議

設

す

る

予

定

。

一

門
構
内
団
地
〕
県
営
住
宅
の
う
ち
、
横
内
田
地
は
、
四
十

一
年
授
が
ら
建
表
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
現
在
同
首
七
十

二
戸
が
入
躍
し
て
お
白
、
問
時
十
四
年
度
ま
で
に
、
一
千
三

首
六
十
戸
を
か
か
え
る
一
大
団
地
と
な
る
が
、
さ
Fら
に
本

間
震
に
は
、
一
一
百
九
十
二
戸
、
同
時
に
交
番
ボ
ッ
ク
ス
や

聾
樫
ロ
師
、
保
育
所
、
幼
稚
問
、
静
観
所
が
建
議
さ
れ
、
窪

田
十
向
日
得
度
に
は
四
冨
九
十
六
戸
し
を
議
護
ず
る
。
い
ま
団

地
造
成
工
事
は
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
鼎
住
宅
髄
滋
公
祉
の
骨
髄
@
鱒
制
関
説
宅
〕

京
市
の
市
街
地
雨
回
選
一
号
線
周
辺
に
は
、
高
層
ビ
ル
の
分

識
、
貸
骨
ア
パ
ー
ト
が
相
次
い
玄
建
設
さ
れ
て
お
D
、
現

在
四
団
地
か
あ
る
@
分
譲
ア
パ
ー
ト
は
、
四
月
完
成
し
た

紅
谷
町
ピ
ん
九
戸
分
〈
2
L
k
a
六
畳
二
関
L
K
)
で
あ

り
、
賃
貸
ア
パ
ー
ト
は
、
宿
屋
ピ
ル
十
五
戸
分

(
2
D
K

工ハ、

pr議
D
K
)
、
本
稿
第
一
ピ
ル
二
十
一
戸
分

(
2
D
K
-
-
D
K二
種
類
〉
と
六
月
入
居
予
定
め
平
塚

本
指
揮
二
ど
ん
十
四
戸
分
〈
2
D
K六
、
四
@
五
畳
)
で

あ
る
.

しんせんな震が見守るなかで 市営住唱

問時湿地42年度入態者の公務摘せん金

山一鬼持出
参会喜.6月18臼(火);までに、Jil，附台

電話 (21)3係司

会競争パス、務j台を含み 3，500円

市内在住、在勤、在学者iこ隠る。

り
ζ

の
徹
底
防
除
を

る。
防
除
は
、
幼
虫
の
う
ち
忙
み
つ
げ
て

そ
の
荘
を
切
り
取
る
「
小
枝
切
り
」
の

方
法
が
も
っ
と
も
効
果
的
で
あ
り
、

ζ

と
し
も
、
甫
震
の
み
な
ぎ
ん
巳
小
枝
切

り
を
励
行
し
て
も
ら
う
、
自
主
的
防
除

の
方
針
を
と
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
五
月
と

六
月
号
中
心
に
年
二
原
発
生
し
、
プ
ラ

タ
ナ
ス
、
桜
、
ポ
プ
ラ
、
か
き
な
ど
を

宣
い
あ
ら
す
譲
葉
樹
の
大
融
、
臨
時
を

怠
る
と
、
立
ち
木
の
い
の
ち
を
お
び
や

か
す
ζ
と
に
な
る
。
駆
除
は
民
較
的
か

ん
た
ん
子
、
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る

市
教
育
委
員
会
(
名
品
目
信
光
香
局
長
)
は
‘
一
一
一
月
定
例
教
委
で
A
昭
和
田
十
一
}
一
年
度
学
校
援
助
費
軒
摘
に

対
す
る
基
志
的
な
酷
使
と
持
政
措
蜜
》
者
決
定
し
た
@
園
用
近
と
〈
に
語
講
雫
仇
ん
で
い
る
P
T
Aの
学
捜
援

助
援
な
Eに
つ
い
て
令
平
塚
市
の
当
面
白
事
勢
を
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
教
宵
墨
田
舎
は
、
と
の
な
か
で
、

い
わ
噛
品
学
校
援
助
時
閣
の
果
し
た
役
割
愛
〈
亨
金
銭
し
「
乙
の
問
題
に
対
す
る
新
横
軸
毒
虫
ず
る
C
と

は
容
易
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
四
十
三
一
単
年
度
モ
}
単
に
改
革
で
き
る
も
の
と
は
態
天
な
い
」
と
の
見
解
を

と
り
な
が
り
も
・
「
学
捜
桓
世
間
費
「
行
討
す
る
考
え
方
が
、
今
臼
そ
め
ま
ま
摺
習
的
に
放
殺
さ
れ
て
よ
い
は
ず

は
な
く
l
i
ζ
の
際
、
心
室
新
た
に
し
て
、
と
の
問
題
の
解
決
に
一
磐
宇
緩
め
た
い
」
と
の
公
式
輯
度
宥
表

践
し
た
.

と
の
決
定
は
、
教
育
長
名
で
、
新
学
一
知
県
を
あ
げ
る
と
い
う
康
則
は
学
較
と
一
と
し
て
お
り
と
り
手
同
も
見
逃
せ
な
い

期
を
向
調
え
た
市
立
二
十
四
桂
の
各
学
校
一
い
え
ど
も
倒
外
で
は
な
い
、
②
P
T
A
一

一

一

援

護

重

軽

諦

「

お

す

る

議

長
広
島
て
「
今
控
室
霊
堂
の
う
え
一
塁
霊
童
話
事
は
会
長
湯
一
本
的
態
度
と
豪
華

で
十
分
醒
慈
し
、
遺
漏
な
い
取
扱
い
を
一
件
負
担
を
課
し
、
本
来
円
活
五
闘
を
さ
ま
一

一

一

'

門

要

旨

〕

?
?
A
N
M組
娠
さ
れ
て
二

宮
室
う
通
知
」
し
た
。
一
た
げ
て
い
る
、
受
λ
一
応
の
無
隈
の
要
求
一

一

一

十

年

、

ζ
の
問
、

菜
、
四
月
十
二
臼
、
再
審
の

7
苛
ハ
ム
費
量
た
す
こ
と
は
毒
で
あ
一
義
捕
に
追
わ
れ

P
T
A会
長
会
議
を
市
役
所
広
ひ
ら
一
宮
一
品
、
な
ど
の
見
解
を
表
明
し
た
貞
、
帯
一
村
、
教
員
の
梓
備

と
の
内
容
を
説
明
、
協
力
を
求
め
だ
。
一
付
の
長
入
れ
笠
学
校
援
助
韓
民
対
し
て
一

1
l

会
長
会
議
で
は
積
極
的
な
論
議
を
よ
び
一
項
目
を
列
挙
し
て
一
揖
制
し
た
点
な
ど
が
一

と
の
問
題
に
対
す
る
融
育
委
員
会
の
喪
一
と
く
に
世
[
目
さ
れ
る
。
一
暢
自
趨
A

A

勢
に
つ
い
て
十
分
な
討
議
怒
行
な
わ
れ
一
し
か
し
な
が
る
、
教
部
門
委
員
会
は
、
一
時
d
均
以
』

た
と
い
わ
れ
る
.
一
教
育
環
境
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
、
父
一

教
脅
議
員
A

告
の
訣
出
品
の
な
か
で
、
@
一
兄
の
熱
蛍
と
善
意
に
つ
い
て
は
、
必
ず
一
市
福
故
事
務
帯
主

定
め
ら
れ
た
予
算
の
縄
問
問
内
で
一
最
大
白
一
し
も
ζ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
↑
椙
制
襲
説
会
と
平
塚

z
=
=
=
一
一
一
=
=
=
=
z
z
z
v
エ
コ
エ
一
一
一
-
2
m
m
m
明
三
即
時
2
2
2
2
=
=
=
=
=
=
=
=
2
2
2こ
な
Z
コエ2=一==一一一一一一一二一=三一一=mm==2コ322三二三一二三時命的之之三回

アレクザンダー@ワース苓

フレッシュな人物の謎を解明

抑制記欝撃灘iJ3i担当時
;;空襲寵鶴首j?????均

コ沢一;j器官官謀長Lir 詩iii?!iif

身
体
障
害

者
が
対
象

哩
翼
上
。
串
わ
ら
一
か
い

a

ざ
し
の
な
が
で
身
揮
猿
の

騨
綴
函
謹
制
緩
が
親
サ
ら

れ
て
い
る
。



経チブス・パラチブスの混合予防

接種は、 3閣の連続接種が必要bζ

のため続けて3度の巡回日程を組ん

である。必携 予防祭種、母子工手帳

翻対象 e 滋 3 才~60 三?までの人で、

いままでに 1回も接揮を受けていな

ド人くことしヲ @1接種〕、@毎年接

種を受けている人くことし l悶接

種〉

盟 2罰晶巡回罰程

5月16日神田公民館沼田之践公

民揖松原公民館

.. 17日花京公民館須賀E民館

" 18日 見附廿武議場護士見公

民館

(3宙晶巡回日程〉

5月初日中原公民館こU!霊小守桂

吉沢小学校

" 2113 金自公民館念回公民館

岡崎公民館

.. 22白旭公民館舘息王民館

畳間公民館

.. 23日 神田公民館 !日四之宮公

民貧富 オ吉宗公民館

t .24日花水公民館須聾公民館

.. 25日見附台武道場富士見公

民館

瞳時閣@各会場とも13時30丹から行

時まで.

瞳対草炭・①罰百年42年m1B~43年 1

月31臼までに生れた赤ちゃん、@

倍 42年 2月 1日，....，.，42年6月30日ま

でに生れた赤ちゃん、⑧'tニ接18.. 

月末織の子で、いままでに2回の

投与を受けていない子.

韓巡霊富島饗

5月 2213 ニf沢中今枝

.. 23日金自公民館

:1jil j!1ii! 
言問詞ZEiZ主1

封持去君買う工

三氏味翠:ちゃん
ごみ噛fcか刊かYn

会代窓由J3番 17号良公社住宅

内会社員五疎.，，_工夫さん(33)と饗

弘子さんく27)の長男。生後9か
月、身長69，3師、部員9，5判。寝

起きのし叫、丸kふとった鍵康俊

民児砂お父さんは平塚市馬入の

w畠.

畳ちゃんに

さっそく市長白色紙

と記念写真空送Dます@

く古紺〉観跡事@完輯はがきに@住所@尖縫の氏名晴ち
~r 玉記 ゃんの名まえと生町月白@親子白年令・父親む職

業を望書v、てお出し〈ださい.題盟串て先・平滋市浅間留J9番 1号@平

捧Jii役所広報課指ちゃんの草草{恥輯毎月、抽せんのうえ、 1人 ず

つ広親紙に掲載。記j古写真とf!i;f去の色紙 B 掲載広報紙10部を差しあ

げます。(広報 輯 〉

調巡翻臼程 (1図劫〉

ofl3[1吉沢小学校土思小学校

ク 4尽 金 回 公 民 館 金 回 公 民 館

~ 当日腿公民館南原公民館

~ ゐ日何時公民鰭瞳島小学校

豊田公民館

6月 7白神田公民館貰土公民街

。8日須賀公民館

ク 17日中原小学校

Jj- 18呂 田四之宮公民館

9 19臼八幡公民館杉原公民館

9 206 花京公民銀

1- 21日 嵩士見公民館

。 22呂、見附廿揖道場

( 2密時巡濁脅程〉 、

6月 10[1 a沢小学岐土屋小学校

。羽田金田公民館金自公民館

ク 12日九里会畏館南原公民舘

:- 13日関崎公民館揖島公民館

盟国公民摺

ク 日神田公民館真土公民館

9 15日須賀公民館

~ 24日 中原小学捜

。2513 1目白之l1l;.公民掠

~ 26日 八幡公民館松原公民館

，t 27Ef 花水公民館

.. 28臼 窟土晃公民鰐

~ 29日見附台講道場

l時間@各会場とも13時30分から15

時まで@

ではお忘れな<.

盟対量j吊@生後5か月~HIカ勾まで
の車ちゃん

鰯巡回臼程

5月 15日 金居公民館

ク 1613 旭公民館

5月 17日 中原公民館

覆時間・膏児相談は9時から1む時30

分まで.

尽胴体診の急患者数うため、平塚

市医師会、東海道を諸に交代診療

制度を申し合わせている.

輔第 1・第3日曜日世帯開IJ<1)医鵠
輔第 2・第4日曜臼は北側iの医践

が、原烈として遣会揮に応ずる己と

になっている。 r原測であって都

合によD変更もある.日曜はあ〈

まで体ゑ臼であり、診揮は緊急患

者に限るJとされている.

鑑共高!病院 (22局1950)

瞳中南富喜膏秀実E院 (22鶴001ラ?
(21Ji!剖0520)
(21局0346)

瞳岩田病院山川---" (21鹿 0570)

輔永瀬病院 ‘ (21局0911)

鶏 人 の が ん 検 診

構生諜では、平車時瞳所と協

力して捕人のがんで最も多いと

いわれる子宮がん由検診を実施

する。

薗対象・市内合佳の35歳以上の

帯望者〈掛金は無輯〕

盟検診耳耳目・ 5月、 。月、 10月

12丹空予定。

瀦世主企場所@ミ1L~宜保撞所

盤申し込み・ 6月10日までに市

衛星諜へ 雲監話申し込みは百.

jif:j11iji;ht!ii言語jdpj戸市1
4iiii;!?11i:li!;;ifid!?i;ij!;i!? 
弘主に ii: 科 目子 )2 2 4)支 AE富 豪官墓石三塁失是

ijz持iiii!日:語学:時出薪怒議:転車内日:z
iviFF咋許計七 J 機認識河内iT
ivilliihd;ョi!日経常習iii託料品
年iiiiiiz iz if fii!謬;71E5♂蓄望豆21iii fiii!?; 
ii i!日iiiiii!?iii山!;iiiiiiEi!日!?

;!!(へ
長持

戸fi
言兵言Z重う

ミj;jj! 
;号!?I
~~~i~1 

紗郵便番号とは
日本会潟の配達郵便Iu)の受持区域ごとに

つけられた三けたの数守で、郵便量的少な

い地法には、さ ιに二けたの f番号ーがっし

惨郵便番号の書き方は
あらかじめ印駁してある朱色のわ〈に、

デラピア数'[:でごけたのものは、:tJ剖の大

わ(I士、 nけたのものは、全部に記入する。

静郵便番号の効果は
(1)郵便が速く着き、速度が安定する。

(2)少ない入手で処理できるかち、郵便コ

ストを引き干[アることができる。



市
と
ト
ど
ま
し
で
も
注
意
を
し
て
お
D

ま
す
が
、
毎
日
の
ζ
と
で
な
か
な
か

粗
い
と
お
b
rぷ
ホ
い
り
ま
ぜ
ん
.
や

は
り
、
お
と
な
の
「
ひ
と
声
」
が
必

要
の
b
A

ち
で
す
e

ひ
と
の
子
、
自
分

の
子
の
区
別
存
ヘ
ひ
と
声
を
お
か

け
い
た
だ
き
、
あ
そ
ん
で
は
奈
品
な

い
こ
と
を
、

ζ

ど
も
に
印
量
づ
け
て

伊
レ
い
と
思
い
ま
す
。
む
一
協
力
く
だ

さ
い
.

閉
山
お
回
出
り
の
ζ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま

す
が
、
混
行
の
ハ
会
世
条
例
は
工
場
1

事
業
所
か
ら
で
る
騒
音
や
緩
動
等
の

竣
紛
争
}
シ
し
い
る
も
の
で
、
残
念
な

が
ら
夜
通
よ
か
友
岬
ζ
る
獲
動
に
ヨ

い
て
は
、
規
制
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
代
で
す
@
し
た
が
っ
て
、
と
の
踏

出
閣
は
、
公
害
F
打
欲
の
密
か
ら
は
対
揮

が
た
て
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
穏
が
あ

E
、
役
一
帯
護
区
官
え
な
い
白
が
残
念

ると建久3年 (1192) 8月 9B
喜子j質朝夫人政子の安産を祈顧す

るため濡授を常蘇寺こ命じてい

る。当時この観音堂が招当著名

であったことがわかる。おそら

く城所民もζ れを崇敬し再建や

修潔にちからをかしたことだろ

う。 ζ の寺は小規模ながら七堂

伽慈のほかに山内・鐘棲@各種

白境内堂などもあったが明治8

年 (1875) 8 J'l22日夜炎上し僅

かに三面大荒神社だけが臨け購

ったむである。融け跡地に建て

た観音堂i臣告と三面大荒神社は

丘臨の上にあって高いお段を白

ぼって参詣したが前記の貴船神

社l目地をふくめた一帯の丘陵と

共に昭和38年者工の東京大阪

間新幹蹄商業築地用iこ母Ub取ら
った。かくて

った

ので以来ζ の大荒神を赤児の夜

泣きを止める神として信仰する

を例としたのでだれいうとなく

f泣き荒神jと呼ぶようになった

と書きのぜている。

線南同銀噌翼鉛神社1;<、線耳青富滅怠上の留につづ〈地1::

品目、線新設由麗轍神であ晶とf毘えている。

資輯神社と

泣 き 荒 神
高灘舷筈

甑所古域社む密につづく地に

揖所¢鎮守費支繍神社①と三面

大荒神社(~，名泣き荒神) @と

がある e

①貴夫禰〈買掛とも書く〉神

社はもと域社の西北にあたる況

線上にあった。と ζ ろが太平洋

戦争中アメ')カ空軍の来草釦こそ

なえて高射砲陣地をつくること

となりやむなくお立ちのきをね

がい昭和18年 (1943)混在の地

に移したも白である。宮城のあ

るじ蹴晋氏が館〈やかた〉をつ

くるとき箆敷神としてまつった

と伝えているa 寛仁@長元(10
17-37)の乙ろのζ とらしい。

られてい

た。観音畿には天平17年 (745)
につくったと伝える長約160cm

白千手観世音菩薩像が安置され

ていた。善重要鏡という記鋸によ

古

利

き

の

子

務
襲
撃
麓
欝
襲
額
欝
荷
動
膏
い
け
な
い
と
い

2ζ
と
は
あ
P
ま

締
結
勝
以
鱗
約
機
研
畑
出
所
せ
ん
が
、
宇
を
轟
く
に
し
て
も
、

i
l
!
i
i叙
膏
娼
食
単
に
し
て
も
、
私
た
ち
の
生
活

融
制
謡
官
級
っ
た
喪
冊
か
ら
習
慣
は
右
利
き
白
人
宇
品
別
量
と
し

ょ
ι
ん
な
一
子
ど
も
て
定
め
る
れ
て
い
専
守
か
ら
、
少

鉛
筆
や
ク
レ
ヨ

y
p持
つ
の
は
ぶ
う
、
室
J

を
多
〈
使
主
雪

左
手
、
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
の
一
ず
に
訓
離
し
て
い
く
方
が
い
い
と
思

る
と
苦
に
も
丘
手
伊
妻
〈
使
い
ま
い
ま
す
。

す
ロ
右
手
在
使
う
一
よ
ー
つ
に
直
す
方
両
手
空
挺
っ
て
遊
ぶ
よ
買
に
し

ー

で

し

ょ

う

か

。

を

ハ

サ

ミ

皇

室

の

変

1
7ぜ
i

え
や
す
い
動
作
か
ら
仏
閉
め
る
の
が

蔀
ち
や
ん
で
も
注
意
し
て
み
る
鯖
理
亦
な
い
で
し
ょ
う
。
宇
を
謹

と
、
左
右
の
ど
五
ら
か
一
方
の
手
い
た
D、
答
を
持
つ
自
は
、
「
で

を
多
〈
動
か
す
傾
向
が
君
!
き
る
だ
け
お
手
も
使
え

あ
D
ま
す
。

ζ
在
、
ヲ
謀
総
謀
総
瞳
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

大

1発

達

に

よ

令

銃

撃

さ

と

や

さ

k話
し

ち
誌
が
あ
っ
て
在
日
抽
綴
窃
~
崎
務
劇
か
け
る
4
2
Lし
て
い

が
民
〈
発
遥
し
て
い
る
織
機
ゑ
縄
議
炉
設
問
た
だ
き
た
い
も
の
で
す

棄
は
一
認
さ
に
な
D
援

護

議

怒

鳴

塁

、

多

重

つ

右
踏
の
発
達
が
良
い
時
て
も
訳
し
て
賄
っ
た
れ
ジ

に
は
友
利
き
に
な
主
と
考
え
ら
れ
罰
十
ど
た
P
し
な
い
こ
と
で
す
。
無

ま
す
@
割
問
に
隠
そ
ぎ
っ
と
す
る
と
、
引
込
み

と
の
よ
う
に
利
き
予
に
は
生
ま
思
果
に
な
っ
た
り
落
ち
着
き
暑
な

れ
ヲ
吉
の
婆
島
知
強
い
の
で
す
が
〈
す
な
戸
展
開
緒
的
国
題
を
お
ζ

す

モ
れ
に
、
家
庭
笠
活
な
と
に
お
げ

ζ

と
が
あ
D
ま
7.
不
安
や
凝
彊

る
経
験
、
学
習
む
哨
官
民
知
作
用
し
を
や
わ
ら
げ
、
自
績
を
も
た
せ
る

て
い
る
と
怒
わ
れ
ま
す
.
主
つ
に
、
妻
子
に
右
手
が
使

T

え
た

l
ど
う
し
た
ら
i

と
き
は
、
ほ
め
で
あ
庁
ま
し
ょ
ゑ
弓

溝
鼠
的
な
↑
読
者
は
決
し
丈
島
は
じ
め
は
ョ
翠
ま
義
T

え
る
よ

し
い
も
白
で
は
な
く
、
そ
れ
が
、
主
に
し
つ
け
る
つ
も
り
で
、
気
長

し
つ
け
に
よ
っ
て
ふ
れ
に
右
制
に
著
書
議
ね
て
い
〈
乙
と

き
に
矯
正
さ
れ
て
い
〈
も
の
と
考
が
大
切
だ
と
患
い
ま
す
。

え
ら
れ
ま
す
。
左
調
者
炉
絶
対
に
(
滋
当
・
竹
内
所
擬
)
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